

















　OECD の DeSeCo はこのような能力をキーコンピテン
シーとして「道具を相互作用的に用いる能力」，「異質な
人々からなる集団で相互に関わり合う能力」，「自律的





には世界 79 カ国（2018 年実施）が参加しており，その
考え方や結果は世界の教育改革に大きな影響を及ぼし
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いる 14）。具体的には① Purpose（目的軸），② Position （立



















































































































みられる。弓野によれば，Osborn. A. が提唱した CPS：
creative problem solving（創造的問題解決）は，思考の発
散と収束を問題解決に活用するプロセスであるとして
いる。これには，第 1 相「挑戦の探索」，第 2 相「アイ































































































ムを構築した。 Washburne は Dewey の「教育された個













ジェクト基盤学習（PBL: Project Based Learning）として
広く用いられている。PBL は同じ表現で問題基盤学習
（PBL: Problem Based Learning）としても用いられるため，
両者を区別するため，前者を PjBL，後者を PbBL と表
現することもある（本論文においても以後，この表現を


























































































る STEL（Standards for Technological and Engineering 
Literacy）が ITEEA によって刊行されている 53）。この













　また，STEL が重視する Technology と Engineering を
含んだ技術教育における問題解決学習として，広く認
知されているものに，STEM/STEAM 教育が挙げられる。
この内，STEM 教育は Science, Technology, Engineering,
Mathematics の内容を横断・連携した，統合的な問題解





動が起こったためである 55）。その後 1990 年代終わりか










いる。その中で，Kelly と Knowles の滑車装置の各部品
を STEM に見立てて分野相互の関係性と示した滑車モ
デルを引用している。それによれば，STEM 教育では，
Science, Technology, Engineering , Mathematics が「エンジ
ニアリングデザイン」で統合されているとしている 58）。
　また，この STEM 教育の流れに呼応して 2006 年に
は Yakman によって STEAM 教育という STEM に Arts-
Liberal が加えられた教育カリキュラムが提唱された 59）。
Yakman の提案する STEAM 教育は STEM と統合する






























STEAM 教育から日本発の STEAM 教育を構築する必要
があるとし，そのための論点整理を行なっている。その
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